
議案第６６号 

 

大口町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

 

大口町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように定

めるものとする。 

 

  令和７年９月１日提出 

 

大口町長   鈴 木 雅 博 

 

 （提案理由） 

この案を提出するのは、大口町災害弔慰金等支給審査会を設置することに伴い、

この条例の一部を改正するため必要があるからである。 
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大口町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

 

 大口町災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和４９年大口町条例第１８号）の一

部を次のように改正する。 

 第３条に次の１項を加える。 

２ 町長は、前項に規定する災害弔慰金の支給に係る決定を行う場合は、支給の要

件に該当することが明らかであるときを除き、あらかじめ第１６条第１項に規定

する大口町災害弔慰金等支給審査会（以下「審査会」という。）に諮問し、その

答申に基づき支給を決定する。 

 第９条に次の１項を加える。 

２ 町長は、前項に規定する災害障害見舞金の支給に係る決定を行う場合は、支給

の要件に該当することが明らかであるときを除き、あらかじめ審査会に諮問し、

その答申に基づき支給を決定する。 

 第１７条を第１８条とし、第１６条を第１７条とし、同条の前に次の章名を付す

る。 

   第６章 雑則 

第１５条の次に次の１章並びに章名及び１条を加える。 

   第５章 審査会 

（審査会） 

第１６条 災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に関し、町長の諮問に応じ重要事

項を審査するため、審査会を置く。 

２ 審査会は、委員５人以内で組織する。 

３ 委員の任期は２年とし、補欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。ただし、

再任を妨げない。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改
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正） 

２ 大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３

６年大口村条例第２号）の一部を次のように改正する。 

  別表障がい者自立支援審査会委員の項の次に次のように加える。 

災害弔慰金等支給審査会

委員 

審査判定業務 

１回 ２２，０００円 

〃 

その他 

１回 ６，２００円 

〃 
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大口町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正新旧対照表 

新 旧 

第２章 災害弔慰金 第２章 災害弔慰金 

（災害弔慰金の支給） （災害弔慰金の支給） 

第３条 略 第３条 略 

２ 町長は、前項に規定する災害弔慰金の支給

に係る決定を行う場合は、支給の要件に該当

することが明らかであるときを除き、あらか

じめ第１６条第１項に規定する大口町災害弔

慰金等支給審査会（以下「審査会」とい

う。）に諮問し、その答申に基づき支給を決

定する。 

 

第３章 災害障害見舞金の支給 第３章 災害障害見舞金の支給 

（災害障害見舞金の支給） （災害障害見舞金の支給） 

第９条 略 第９条 略 

２ 町長は、前項に規定する災害障害見舞金の

支給に係る決定を行う場合は、支給の要件に

該当することが明らかであるときを除き、あ

らかじめ審査会に諮問し、その答申に基づき

支給を決定する。 

 

   第５章 審査会  

 （審査会）  

第１６条 災害弔慰金及び災害障害見舞金の支

給に関し、町長の諮問に応じ重要事項を審査

するため、審査会を置く。 

 

２ 審査会は、委員５人以内で組織する。  

３ 委員の任期は２年とし、補欠の委員の任期

は前任者の残任期間とする。ただし、再任を

妨げない。 

 

第６章 雑則  

（大口町行政手続条例の適用除外） （大口町行政手続条例の適用除外） 

第１７条 略 第１６条 略 

（規則への委任） （規則への委任） 

第１８条 略 第１７条 略 
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大口町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正新旧対照表 

新 旧 

別表（第２条、第５条関係） 別表（第２条、第５条関係） 

区分 報酬の額 旅費の額 

略 略 略 

障がい者自立支援

審査会委員 

審査判定業務 

１回 ２２，０

００円 

〃 

その他 

１回 ６，２０

０円 

〃 

災害弔慰金等支給

審査会委員 

審査判定業務 

１回 ２２，０

００円 

〃 

その他 

１回 ６，２０

０円 

〃 

略 略 略 
 

区分 報酬の額 旅費の額 

略 略 略 

障がい者自立支援

審査会委員 

審査判定業務 

１回 ２２，０

００円 

〃 

その他 

１回 ６，２０

０円 

〃 

略 略 略 

備考 略  

備考 略  
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改 正 要 旨 

 

１ 改正の趣旨 

平成３１年４月に、内閣府において災害関連死を「当該災害による負傷の悪化

又は避難生活等における身体的負担による疾病により死亡し、災害弔慰金の支給

等に関する法律(昭和４８年法律第８２号)に基づき災害が原因で死亡したもの

と認められたもの(実際には災害弔慰金が支給されていないものも含めるが、当

該災害が原因で所在が不明なものは除く。)」と定義し、いわゆる災害関連死の場

合も、市町村が災害により死亡したと認定した場合には支給の対象とし、その死

亡の原因が災害に関連するものであるかどうかについては、市町村が相当の因果

関係により判断することとされました。  

これに伴い、災害を直接的な原因として死亡又は何らかの障がいを負ったこと

が明らかである場合を除き、災害弔慰金及び災害見舞金（以下「災害弔慰金等」

という。）の支給に関する事項を調査審議する大口町災害弔慰金等支給審査会（以

下「審査会」という。）を設置する必要があるため、大口町災害弔慰金の支給等に

関する条例の一部を改正するものです。 

 

２ 改正の内容 

 (1) 災害弔慰金等の支給 

   災害弔慰金等の支給に関し、災害が直接的な原因であることが明らかである

場合を除き、あらかじめ審査会に諮問し、その答申に基づき支給決定を行うこ

ととします。 

 (2) 大口町災害弔慰金等支給審査会の設置 

   災害弔慰金等の支給に関し、重要事項を審査するための審査会を設置します。 

    

３ 施行期日 

  公布の日から施行します。 
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